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【要 旨】
中高一貫教育は１９９９（平成１１）年４月に制度化され、中等教育の一層の多様化を推進し、

生徒一人ひとりの個性を重視した教育の実現を目指して、選択的導入が可能となった。国
の大きな教育改革の動きに呼応して、大分県でも教育改革が進められ、２００７（平成１９）年
４月から大分豊府高等学校に併設型中高一貫教育が導入されることになった。２００６（平成
１８）年４月に校長として着任し、１年間という限られた時間のなか、新設の県立中学校の
体制づくりや生徒募集・入学者選抜検査等に取り組むとともに、中高一貫教育校としての
新たな学校づくりに向けて、“Challenge and Step Up with Passion！”を合い言葉に挑戦
を始めた。大分豊府高等学校設立の理念を原点として学校教育目標を定め、その実現に向
けて４つの「教育課題」を、また、その「教育課題」への取組を活性化させ、教育活動の
レベルアップを図るために、３つの「学校経営課題」を設定した。なお、学校づくりの基
本となる中高一貫教育の利点、課題等についても整理してみた。

Ⅰ．はじめに

国段階で第３の教育改革と言われるほどの大
きな改革が進行するなか、大分県においてもそ
の流れに呼応して一連の教育改革が行われ、
２００５（平成１７）年３月の「高校改革推進計画＊１」

により、大分豊府高等学校に併設型中高一貫教
育を導入し、２００７（平成１９）年４月１日に開校
することが発表された。

２００６（平成１８）年４月に大分豊府高等学校に
校長として着任したが、１年後に迫った県内の
公立で初めての併設型中高一貫教育校の開校に
向けて、早急な取組が求められていた。中学棟
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や新体育館、モダンな駐輪場等の建築が着々と
進行するなか、中高一貫教育校としての新たな
学校づくり、特に新設される県立中学校の開校
を目指して、学校教育目標、教育方針、教育課
程、特別活動、制服、校則、設置部活動等、学
校として教育活動を行う上での基盤となるあり
とあらゆる事項について具体的に定めるととも
に、小学生やその保護者等を対象とする学校説
明会の準備等にも積極的な取組を行った。

２００７（平成１９）年４月１日に大分豊府中学校
が開校し、４月１１日に開校式及び第１回入学式
を挙行した。中高一貫教育という新たな制度の
もと、新入生たちが志の高い目標を抱き、その
実現を目指して挑戦を始めることができるの
は、大分県教育委員会の指導のもと、開校準備
室のスタッフを中心とした中高全教職員の精力
的かつ綿密な取組によるものであった。

大分豊府中学校・高等学校では、６年間にわ
たる中高一貫した教育を計画的・重点的に行う
ために、「基礎期（中１～中２）」、「充実期（中
３～高１）」、「発展期（高２～高３）」の３つの
期間に分けている。私の大分豊府中・高等学校
とのかかわりは、中学校開校前の準備段階の１
年間と、１期生の「基礎期」にあたる入学後の
２年間、いわゆる、中高一貫教育の土台づくり
の３年間であった。

併設型中高一貫教育校としての学校づくり
は、本県の公立として初めての試みであり、苦
労も多かったが、やりがいのある「挑戦」でも
あった。学校づくりはまだ始まったばかりであ
り、これからも「挑戦」が続くわけであるが、
在職した３年間を振り返り、中高一貫教育校と
しての大分豊府中学校の基礎づくりに係る実践
的な取組の経緯や学校づくりに対する考え方、
特色ある教育活動の内容等について整理し、そ
の概要をまとめてみた。

なお、紙面の都合上、２回に分けて執筆する
こととし、本稿では県立中学校開校までの中学
生受け入れに向けての体制づくり・生徒募集・
入学者選抜検査等への取組や、大分豊府高校の
歴史と特色、大分県の高校教育を取り巻く状況
に簡潔に触れながら、中高一貫教育校としての

学校づくりの基本的な視点や学校教育目標や方
針、目標達成のための課題の設定等について扱
うこととする。

次稿では、大分豊府中学校の特色ある教育課
程編成や教育活動等について、具体的に示すと
ともに、これまでの成果と課題についてまと
め、生徒の変容を探る。

Ⅱ．併設型中高一貫教育校開校に向けての取組

１．開校１年前までの取組の状況
（１）学校における取組

２００５（平成１７）年３月２９日に公表された「高
校改革推進計画」で、大分豊府高校に併設型中
高一貫教育への導入が決定されたが、それが案
として示されたのは、２００５（平成１７）年１月の
「高校改革推進計画（素案）」においてであっ
た。

２００７（平成１９）年４月開校という極めて限ら
れた時間の中で、中学生の受け入れに伴う新し
い中学棟や体育館等の新設、様々な施設の改
修・整備などのハード面はいうまでもなく、６
年間にわたる中高一貫教育のビジョンやそのビ
ジョンの実現をめざす諸々の教育活動を行うた
めの体制づくりに向け、早急な取組が求められ
ていた。

２００６（平成１８）年４月に校長として着任した
ときには、施設・設備等のハード面は着々と進
行していたが、学校経営方針やビジョンの作
成、教育課程の編成や部活動の編成方針に関す
ることなどのソフト面については、構想案が作
成されてはいたが、中学校関係者の意見も反映
されておらず、一層の検討を要するものであっ
た。
（２）「県立中学校の入学者選抜の概要」の公表

大分豊府高校への併設型中高一貫教育導入の
決定を受け、２００６（平成１８）年２月に大分県教
育委員会から「県立中学校の入学者選抜の概要」
が公表され、入学定員、出願資格、通学区域、
選抜方法、選抜日程等の概要が示された。
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２．県立中学校開校準備室の設置と開校に至る
までの取組

（１）「県立中学校開校準備室」の設置
開校１年前の２００６（平成１８）年４月１日に、

「県立中学校開校準備室」が大分豊府高等学校
内に校務分掌として設置され、専従職員４名が
配置された。専従職員は、中学校関係者２名、
高等学校関係者１名、事務職員１名で構成さ
れ、県内初の中高一貫教育校としての県立中学
校の開校に向けて、教育内容や方法、学校行事
や部活動、制服や給食等あらゆる教育活動や学
校生活に係る事項の原案づくりに、大分県教育
委員会や大分豊府高校と密接な連携を取りなが
ら、精力的に取り組んだ。

開校準備に係る校内の業務体制については、
２００６（平成１８）年８月１日に大分豊府中学校が
正式に開設され前と後では、異なるものであっ
た。７月３１日までの組織の主な流れは、校長の
指示を高校の教頭が受け、教頭と開校準備に携
わるスタッフとで連絡調整を行いながら、原案
作成等を進めていった。

８月１日以降は、開校準備室と高校の教頭を
中心とする組織とが並列に並び、準備室は県立
中学の開校に向け様々な事項について原案づく
りを行うとともに、高校との連携が必要な業務
については高校の教頭等と連絡調整を行うな
ど、きめ細かく業務を進めた。

一方、豊府高校の教頭は準備室との連携のも
と、県立中学校の開校に向けた高校教職員の業
務分担や業務内容、業務日程等についての連絡
調整、６年間の中高一貫教育における高等学校
の教育課程やクラス編成、進路指導の在り方等
についての原案作成に関して、校長の指示のも
と、積極的に指導導助言を行った。
（２）校内におけるプロジェクトチーム「中高

一貫教育推進委員会」の設置
開校までの期間もあまりない状況のなかで、

早急な結論を必要とする課題の解決を目指すと
ともに、準備室と高校の連携を深め業務の円滑
な運営を図るため、「中高一貫教育推進委員会」
というプロジェクトチームを立ち上げ、定期的
に会議を行った。中学校開校に向けての情報交

換や各教科・各分掌における中・高間の業務の
連携、教育課程や校時、制服、校章、教科にお
ける中高連携の在り方等さまざまな具体的事項
について検討を行い、職員会議に提出する資料
作成等を行った。

中・高それぞれの教育内容や方法等に関する
考え方の違い、中高一貫教育導入に伴い見直し
が求められる高校の教育活動や教育環境の変化
への戸惑いなどから、共通理解に至るまでには
かなりの議論・時間を要した事項もあったが、
緻密でスピーディな計画立案の作成を目指し、
意欲的に取り組む開校準備室のスタッフの熱
意、教科指導や進路指導、生徒指導、部活指導
等多忙な高校の業務を行いながら、積極的に準
備にかかわった高校教職員の協力のおかげで、
開校に向けての準備は着々と進行した。
（３）県立中学校（中高一貫教育校）学校説明

会の開催
同年６月１１日の日曜日に、大分県教育委員会

主催の「県立中学校（中高一貫教育校）学校説
明会」を小学生及びその保護者、教育関係者、
関心のある一般県民を対象にして、大分市内の
九州石油ドーム（現大分銀行ドーム）で開催し
た。

この説明会には大分市内を中心に県内外から
約３０００人が集まり、県内では過去最大規模の学
校説明会となった。併設型中高一貫教育の基本
的考え方や新設中学の学校概要、県立中学校入
学者選抜の概要等についての説明が大型ビジョ
ンを使って行われた。説明に対する質問も多く
出され、中高一貫教育に対する興味・関心の高
さを肌で感じ取ることのできた効果的かつ印象
的な説明会であった。

この説明会の司会は大分豊府高校１８期卒業の
大学生がボランティアで担当してくれたし、豊
府高校吹奏楽部の生徒たちが校歌等の演奏を
行ったり、生徒会の生徒たちが会場整備や誘導
に積極的に協力してくれたりするなど、学校と
して一体となった取組を行い、中高一貫教育の
スタートに向け盛り上がりのある行事となっ
た。
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年度 受検者数（人） 受検倍率（倍）

平１９ ８０５ ６．７

平２０ ５０６ ４．２

平２１ ４８０ ４．０

平２２ ４０８ ３．４

表１．大分豊府中学校入学者選抜検査における受検者
数及び受験倍率

（「大分豊府中学校学校要覧」〔２００７－２０１０年度〕により筆者
作成）

（４）大分県立中学校入学者選抜実施要項の公表
７月２１日に平成１９年度の「大分県立中学校入

学者選抜実施要項」が公表され、８月に入学者
選抜地区別説明会が小学校の管理職等を対象に
県内７カ所で開催された。
（５）大分県立大分豊府中学校の開設

２００６（平成１８）年８月１日に大分県立大分豊
府中学校が開設され、初代校長には真部健一大
分豊府高等学校長が兼務として、また、副校長
に小池一彦、教頭に木津博文、事務長（兼務）
に橋爪敬史が発令された。
（６）「大分豊府中学校入学者募集要項」の発表

同年１０月に「平成１９年度大分豊府中学校入学
者募集要項」が大分県教育委員から発表された。
そして「大分豊府中学校募集要項等説明会」を
１０月９日（祝）午後（大分文化会館）、１０月１５
日（日）午前（大分文化会館）、同日午後（生
涯教育センター）の３回にわたって、小学６年
生の保護者、小学６年生、その他関心のある
人々を対象として実施した。トータルで約１５００
人の参加者があり、真剣に説明に聞き入る小学
生や保護者の熱い眼差しが印象的であった。
（７）大分豊府中学校第１回入学者選抜検査

県内公立の併設型中高一貫教育校における初
の中学校入学者選抜の実施ということで、県民
の関心も極めて高く、大分豊府中・高の教職員
にとってそのプレッシャーは筆舌に尽くし難い
ものであった。①「多くの小学生がチャレンジ
してくれるだろうか」、②「１００％ミスのない選
抜業務の実施」、③「選抜実施期間の万全な危
機管理体制の構築」等々の思いや課題を胸に、
１月１３日という年明けの早い時期に初めての中
学校入学者選抜検査に臨んだ。受検生が小学生
であるため、一層の緊張感を持ち慎重かつてい
ねいな対応を全教職員で確認した。

結果として、上記①については、１２０人の募
集人員に対して８０５人の小学生が志願し、６．７倍
もの高い競争率となった。わずか１２０人の募集
人員ということで、涙を流した受検生が多かっ
たことは残念なことではあるが、これだけ多く
の小学生がチャレンジしたことに、子どもたち
の持つたくましいエネルギーを強く感じた。

②、③については、いかなる入試においても
求められる課題であるが、今回は大分県の公立
の中学校としての初の選抜検査であり、８０５人
もの小学生が受検するという事実を考えると、
かつてないほどの緊張感を覚えた。中学校教職
員にとっては初めての入学者選抜検査でもある
ことから、高等学校教職員のこれまでの高校入
試における経験をもとに、中高一体となった取
組が有機的に行えるよう業務内容・分担等を定
めた。

適性検査や面接はもちろんのこと、願書の受
付・点検、会場設営、検査問題等の管理、採
点、成績処理、入学予定者の決定・発表等、一
つひとつの業務に細心の注意を払い入念な
チェックを行い、初めての選抜検査はミスや混
乱もなく無事に終了した。

公正公平な入試を目指して中・高の教職員が
入学者選抜業務に一体となって取り組み、無事
に終了したことは、その後の中高一貫教育の取
組を推進する上でも大きな自信となった。
（８）受検者数・受検倍率

平成１９年度から平成２２年度までの受検者数及
び受検倍率は次の表１のとおりである。

第１回の選抜検査の受検者数は８０５人で、受
検倍率は６．７倍であった。私学の中高一貫教育
が先行するなか、公立で初の併設型中高一貫教
育を実施する大分豊中学校にどれほどの数の児
童が受検するのか、大きな関心が注がれてい
た。

九石ドームをはじめとする数回にわたる児童
やその保護者等への説明会の開催により、併設
型中高一貫教育の特色やその特色を生かした学
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年度 生徒数（人）
大分市内の小学校出身者

数（人） 割合（％）

平１９ １２０ １０８ ９０．０

平２０ １２０ １０５ ８７．５

平２１ １２０ １０８ ９０．０

平２２ １２０ １１０ ９１．７

表２．入学時の大分市内小学校出身者の占める数と割合

（「大分豊府中学校学校要覧」〔２００７－２０１０年度〕により筆者
作成）

校づくりに対する理解や関心・期待が深まった
ためであろうか、多くの小学生が受検に挑戦
し、高い競争率となった。また、検査日を県内
の私学の中高一貫教育校や国立大学の附属中学
校の入試日と重ならないように設定したことも
影響していると判断される。

２年目以降、受検倍率は４～３倍と安定して
きている。検査日の他中学との競合もその理由
として考えられるが、小学生やその保護者の大
分豊府の中高一貫教育に対する理解や学校選択
の考え方が、より適切なものとなってきたから
であろう。

なお、２００４（平成１６）年に開校した長崎県の
併設型中高一貫教育校の長崎東中学校、佐世保
北中学校の平成２２年度入学検査の受検倍率を見
ても、それぞれ３．９倍、３．１倍とほぼ同じような
倍率となっている。
（９）入学者の出身地域

この選抜検査には、保護者の住所が県内にあ
る小学６年生であれば誰でも出願できることに
なっているが、平成１９年度から平成２２年度の大
分豊府中学校学校要覧により入学当初の在籍生
徒の出身市町村別生徒数を調べると、表２のと
おり、大分市内の小学校出身者が毎年９０％前後
の割合を占めている。

このことは、学校が大分市内に位置している
こと、寮がないこと、下宿等での生活には年齢
的に不安な要素もあることなどが、その要因と
して考えられる。

（１０）大分豊府中学校入学予定者説明会
初めての中学校入学者選抜を無事に終了し、

２００７（平成１９）年２月１８日（日）に大分豊府中

学校入学予定者説明会を、大分豊府高等学校体
育館で開催した。「入学のしおり」を用いて、
教育概要、学校生活、各種手続き、連絡事項等
についての説明や質疑応答を午前１０時から約１
時間行った。入学予定者及びその保護者ともに
緊張した面持ちで、熱心に説明に聞き入ってい
た。
（１１）大分県立大分豊府中学校施設建築工事竣

工式典
４月１１日の大分豊府中学校開校・入学式を前

に、中学棟や新体育館などの施設建築工事が完
成し、２００７（平成１９）年３月２９日（木）の午前
１０時から、新しい大分豊府中学校体育館で県議
会議長や大分市教育長をはじめ、多くの来賓の
方々や教育関係者等の参列のもとに竣工式典が
盛大に行われた。入学予定の生徒や保護者も参
加し、完成したばかりの中学棟や中学校体育
館、モダンな２階建ての駐輪場等に目を輝か
せ、４月から始まる豊府中学１期生としての学
校生活に胸を膨らませていた。

当日は、広瀬大分県知事の揮毫による「大分
県立大分豊府中学校」の校名板の除幕が深田教
育長と真部校長によって行われ、中学校北側来
客用玄関に掲げられた。
（１２）大分豊府中学校開校式及び第１回入学式

２００７（平成１９）年４月１日に開校した大分豊
府中学校は、４月１１日に記念すべき大分豊府中
学校開校式及び第１回入学式を、新装なる中学
校体育館で挙行した。

豊府高等学校生徒会役員の先導で新入生が入
場し、午後１時半に小池副校長の開式のことば
で開校式が始まった。西太一郎大分県教育委員
会教育委員長（当時）が開校を宣言した後、真
部校長にスクールカラーのグリーンの生地に大
分豊府中学校の校章をのせた校旗を授与し、大
分県の公立で初めての併設型中高一貫教育が実
質的にスタートした。

開校式に引き続いて、大分豊府中学校第１回
入学式が行われ、真部校長が第１期生１２０人の
入学を許可した。校長式辞、来賓祝辞の後、新
入生を代表して井上雪子さんが誓いのことばを
述べ、会場から盛大な拍手を受けた。式の終了
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後、学級担任等の紹介が行われ、新しい担任の
誘導により新入生たちはそれぞれのクラスに分
かれていった。不安な気持ちを抱きながらも、
１期生としての自覚と誇りを持ち頑張っていこ
うとする気迫を感じさせるすばらしい式であっ
た。

なお、平成２０年度からは、大分豊府高校と合
同で入学式を行うことになった。

Ⅲ．新しい学校づくりの基盤となる大分豊府高
校の特色及び県内高校における学力向上等
の取組

１．大分豊府高等学校の歴史と特色
大分豊府高校は１９８６（昭和６１）年４月１日に

開校し、２００５（平成１７）年に創立２０周年を迎え
たばかりの、県内で最も若い普通科高校であ
る。

「感動・理知・友愛」を校訓とし、普通科進
学校として、「先輩・伝統校に追いつけ、追い
越せ」を合い言葉に、すばらしい進学や部活動
の実績を残してきた。しかし、１９９５（平成７）
年３月から入学者選抜制度が合同選抜から単独
選抜に変更されて以来、国公立大学への進学実
績は着実に成果をあげているが、いわゆる難関
大学への合格者の増が課題となっている。

部活動においては、フェンシング部や野球
部、サッカー部、弓道部等はもとより、演劇部
や吹奏楽部等の文化部もすばらしい活動を行っ
ている。特にフェンシング部は全国大会で優勝
するなど顕著な実績を上げている。

また、地域の美化を目指して、近隣の中学校
や高等学校と連携して行う「中高連携奉仕活動」
は、地域との結びつきを深める上でも効果的で
あり、１０年間の活動実績が評価され、２００６（平
成１８）年４月２７日に県知事表彰を受賞した。

大分豊府高校はわずか２０年の若い歴史の学校
であるが、新しい試みに絶えず挑戦してきた学
校でもある。県内公立高校で初の海外修学旅行
（韓国）の実施、６５分・２学期制の導入、農業
高校での体験学習、前述の中高連携奉仕活動
等、教育方針・校訓に基づいた特色ある学校づ

くりを積極的に行ってきたことが、「伸びゆく
学校」と呼ばれる所以である。

２．大分県における高等学校の学力向上、特色
ある学校づくりの状況
少子化、高齢化等の社会の変化、生徒の多様

化、急激な生徒数の減少等を背景に「高校改革
推進計画」が策定・推進されるなか、大分県教
育の最重要課題の一つである学力向上、進学力
向上への対応とも相俟って、理数科における
SSH（スーパー・サイエンス・ハイスクール）
の取組や進学系総合学科の設置等、特色ある学
校づくりを目指す各種施策が積極的に推進され
ている。

Ⅳ．中高一貫教育校としての新たな学校づくり

１．学校づくりのための基本的考え方
大分豊府高校に校長として着任したのは２００６

（平成１８）年４月１日、大分豊府で併設型中高
一貫教育がスタートする１年前であった。限ら
れた時間のなか、併設型中高一貫教育の特色を
生かしてどのような生徒を育成するのか、その
ためにはどのような学校づくりを行うのか、ビ
ジョンづくりに早急に取りかからなければなら
なかった。

中高一貫教育校としての大分豊府の新しい学
校づくりを行うにあたって、基本的な視点とし
て次の①～③を設定した。

① 大分豊府高校設立の理念を原点とする
質の高い、活力あふれる教育活動を推進
し、全国に誇れる学校づくりに努める。

② 大分豊府高校に中高一貫教育が導入さ
れたことのねらいや使命の重みを踏ま
え、期待に応えられる学校づくりを進め
る。

③ 中高一貫教育の導入を、活力あふれ
る、信頼される学校づくりに向けての絶
好の機会としてとらえ、積極的な取組を
行う。
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２．中高一貫教育校としての基盤となる学校教
育目標の設定
中高一貫教育の導入と学校教育目標との関係

をどのように考えればいいのか。大きな課題で
あった。基本に戻って考えたことは、「中高一
貫教育は教育の一つの制度であって、目標その
ものではない。学校教育目標の達成を目指すた
めに、その制度の利点をどのように生かすかと
いうことが課題である」ということであった。

自己の教育理念にも照らし、次の①～④の考
え方により、大分豊府高校の教育の原点である
創立時の学校教育目標立ち帰ることにした。

① 県内初の公立の併設型中高一貫教育を大
分豊府高校に導入したことの重みを考える
とともに、この導入を本校のこれまでの特
色ある学校づくり、学校の活性化を一層推
進するための絶好の機会としてとらえた
い。

② 大分豊府高校創立２０年が経過した今、原
点である創立の理念に立ち返り、「伸びゆ
く学校」としてのこれまでの学校づくりの
実績や成果を土台にして、一層の活性化、
特色づくりを推進し、「豊府らしさ」を生
かした新たな学校づくりに努めていかなけ
ればならない。

③ 「感動・理知・友愛」は、大分豊府の教
育の根幹を成す校訓である。その精神を核
として、崇高な理想を掲げて中高一貫教育
という制度を生かし新たな学校づくりを行
うことが、大分豊府に求められている期待
である。

④ 環境汚染、地球温暖化等地球規模での課
題が山積し、また、社会における人間性や
規範意識の欠如・人間関係の希薄化等が叫
ばれる今日、「豊かな心を持ち、国際社会
でリーダーとしてたくましく生きる、信頼
される人間」を育成することは、これから
の社会において極めて重要なことであり、
教育に課せられた重要な使命である。

【大分豊府中学校・高等学校の学校教育目標】

自己の存在感が確かめられる充実した学
校生活を通して、未来を志向し、豊かな人
間性と創造的な知性と逞しさを備えた国際
性に富む人間の育成に努める。

３．教育方針
学校の教育目標、「感動・理知・友愛」の校

訓を基本に教育方針を作成したが、作成にあ
たって次の４つを基本的な視点として設定した。

① 潜在的な能力・可能性を引き出し、伸
ばし、鍛える教育

② 確かな学力の向上と志の高い進路目標
の設定

③ 幅広い社会性、友愛精神、豊かな人間
性の育成

④ 心身の調和した逞しさと豊かな感性の
育成

「潜在的な能力・可能性を引き出す教育」を
教育の基本とし、高い志を有し、創造的な知
性、豊かな人間性とたくましさを備えた、知・
徳・体のバランスの取れた人間の育成を目指
し、併設型中高一貫教育という制度の利点を生
かして、６年間を見通した計画的・継続的な教
育を行う。

【教育方針】

１ 生徒一人ひとりのもつ潜在的な能力や
可能性を積極的に引き出し、知的探求心
を存分に養い、創造的な知性を大きく伸
長させる。

２ 基礎・基本の徹底と確かな学力の向上
を図り、志の高い進路目標の設定とその
実現に努め、未来社会を生きる力を育て
る。

３ 人権尊重の精神を培うとともに、人間
的な心の触れ合いや感動体験活動と生き
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生きとした集団づくりを通して、幅広い
社会性や友愛の精神と豊かな人間性を養
う。

４ 文武両道を推進し、魅力ある体育・文
化活動を通して、心身の調和した逞しさ
と豊かな感性を育む。

４．学校スローガンの提唱
次代に生きる子どもたちには無限の可能性が

秘められている。高い志を抱き、その実現に向
けて、情熱をもってチャレンジできる人間の育
成が、教育の大きな目標であると考える。学校
説明会で小学生等に配布した大分豊府中学校の
学校案内の冊子においても、「曹源一滴水」や
「鴻鵠之志」、「意気衝天」のことばを示し、可
能性への挑戦を呼びかけた。

学校づくりにおいても同様なことが言える。
中高一貫教育の導入を学校活性化への絶好の機
会として積極的にとらえ、教育活動の一層の質
的向上を図り、生徒・保護者や県民の期待に応
える特色ある学校づくりを行うためには、明確
なビジョンのもと、意欲的に学校運営や教育活
動に取り組むことが必要である。

そのような思いから、“Challenge and Step
Up”を学校スローガンとして掲げたが、イン
パクトが少し弱い感じがした。その翌年２００７
（平成１９）年４月に、もっと強い思い、「情熱」、
をもって挑戦してもらいたいという願いをこめ
て、“Challenge and Step Up with Passion！”
を提唱した。生徒や教職員だけでなく、保護者
も折に触れてこのスローガンを口にし、生徒の
目的意識の明確化、生徒・教職員・保護者が一
体となった学校づくりに向けての意識の高揚等
の面で、極めて効果的であった。

５．教育目標達成のための「教育課題」と「学
校経営」課題の設定
県立初の中高一貫教育校としての使命を自覚

し、「国際社会をたくましく生きる人間の育成」
を目指して、活力あふれる学校づくりを推進す
るために、「学力の向上」、「豊かな人間性・社

会性・友愛の精神の育成」、「部活動の活性化」
という３つの視点と、高等学校教育の主要なね
らいである「進路目標の達成」を、本校におけ
る４つの「教育課題」として位置づけた。

これらの教育課題への取組を効果的に推進す
るためには、教育活動の一層のレベルアップを
積極的に図る必要がある。そして、学年・教
科・分掌の各組織の活性化や教職員の資質の向
上とともに、各組織や中・高間の連携の促進を
「学校経営課題」として掲げた。そして、全教
職員に次の「４つの力」をキーワードとして示
し、新たな学校づくりを目指すための教育活動
等のレベルアップに向け、意識の活性化・積極
的な取組をお願いした。

【新たな学校づくりに求められる４つの力】

「挑戦」＝新たな課題に対して前向きの姿
勢で取り組む力

「創造」＝前例踏襲という安易な考え方で
はなく、今までにない独自なア
イデアを創り出す力

「躍動」＝実行力を持って、力強く生き生
きと活動する力

「連携」＝同じ目的をもつ者同士が互いに
連絡を取り、「把手共行」の精
神で協力し合って物事に取り組
む力

６．中高一貫教育に対する理解の促進
中高一貫教育校としての特色ある学校づくり

を効果的に行うためには、中高一貫教育導入の
ねらいや利点、課題、教育課程の基準の特例等
について十分理解しておくことが必要である。
（１）中高一貫教育導入のねらいと利点

２０００（平成１２）年１月の中高一貫教育推進会
議報告「中高一貫教育の推進について」のなか
で、中高一貫教育導入のねらいについて、「中
高一貫教育は、これまでの中学校・高等学校に
加えて、生徒や保護者が６年間の一貫教育も選
択できるようにすることにより、中等教育の一
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（文部科学省告示第６０号一部改正）

層の多様化を推進し、生徒一人一人の個性をよ
り重視した教育の実現を目指すものである」＊２

と述べている。
また、中高一貫教育の利点（意義）について

次の９点をあげている＊３。

① 高等学校入学者選抜の影響を受けずに
ゆとりある安定的な学校生活が送れるこ
と。

② ６年間の計画的・継続的な教育指導が
展開でき、効果的な一貫した指導が可能
となること。

③ ６年間にわたり生徒を継続的に把握す
ることにより、生徒の個性を伸長した
り、優れた才能の発見が一層可能となる
こと。

④ 中学１年生段階から高校３年生段階ま
での異年齢集団による活動が行えること
により、社会性や豊かな人間性を一層育
成できること。

⑤ ６年間を通じて、自己の在り方生き方
や将来の進路に関する学習を系統的・計
画的に実施することにより、就職や上級
学校への進学など生徒の個性に応じた進
路指導ができること。

⑥ 中学校段階において、教育課程の基準
の特例を活用することなどにより、特色
ある教育課程の編成・実施が可能となる
こと。

⑦ 高等学校段階において、中学校段階ま
での教育を基盤として、総合学科や単位
制の活用、特色ある教科・科目の設定等
様々な方策を組み合わせることにより、
特色ある多様な教育活動が展開できるこ
と。

⑧ 中学校の教員と高等学校の教員の交流
が促進されることにより、学校の活性化
が期待できること。

⑨ 特色ある教育活動の展開や学校運営等
の面で、地域の人材の協力を得ることに
より、地域社会との連携が密になること。

（２）中高一貫教育の課題
中高一貫教育の課題については、１９９７（平成

９）年６月の中央教育審議会の答申において、
以下の５点が指摘されたが、２０００（平成１２）年
１月の中高一貫教育推進会議報告では、このよ
うな課題の解決に向けた工夫そのものが、中高
一貫教育を行う学校としての特色となるよう
に、前向きな取組を行うことを求めている＊４。

① 制度の適切な運用が図られない場合に
は、受験競争の低年齢化につながるおそ
れがあること。

② （大学）受験準備に偏した教育が行わ
れるおそれがある。

③ 小学校の卒業段階での進路選択は困難
なこと。

④ 心身発達の差異の大きい生徒を対象と
するため、学校運営に困難が生じる場合
があること。

⑤ 生徒集団が長期間同一メンバーで固定
されることにより、学習環境になじめな
い生徒が生じるおそれがあること。

（３）教育課程の基準の特例
中高一貫教育校においては、一般の中学校・

高等学校にはない教育課程の基準の特例が設け
られており、中高一貫教育のねらいをより一層
生かす視点から、この特例を活用した教育課程
の編成・実施の工夫が求められている。

【教育課程の基準の特例の一部】

① 各教科や科目の内容のうち、相互に関
連するものの一部を入れ替えて指導できる。

② 中学校の内容の一部については、高等
学校の指導の内容に移行させて指導できる。

③ 高等学校の内容の一部については、中
学校の指導の内容に移行させて指導でき
る。高等学校において、再度指導しない
ことができる。
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Ⅴ．おわりに

大分豊府高校への併設型中高一貫教育導入に
より、県立の大分豊府中学校が大分豊府高校の
校地内にを新設された。中高一貫教育校として
の学校づくりの推進とともに、校長として特に
力を入れたことは、中学生を迎え入れる高校生
たちに、「自己存在感」を与えることであった。

多くの人々が注目をし、期待を寄せる中高一
貫教育校としての新たな学校づくりという大き
な変革のなかで、６年間の中高一貫教育の教育
課程を直接履修することのない高校生たちは、
この変革に対して戸惑いや一抹の寂しさを感じ
たことであろう。

大分豊府高校に入学してきた「思い」を大切
にし、大分豊府高校の先輩として、志の高い目
標を持ちその実現に向けて能力の更なる向上に
励むこと、県立初の併設型中高一貫教育校とし
ての学校づくりにかかわれることを、二度とな
い貴重な経験の場として積極的にとらえ、中学
生とともに学校づくりに熱く燃えることを呼び
かけた。“Challenge and Step Up with Pas-
sion！”を学校スローガンとして掲げた理由の
１つでもあった。

高校生たちはこの期待に応えようと、先生方
と一体となって学力向上に、部活動の活性化に
一生懸命に取り組んだ。進学実績も年々上昇
し、部活動も多くの部がすばらしい活躍を示し
た。そのような活力のある状況のなかで、高校
生たちは中学生を妹や弟のようにあたたかく迎
え入れ、一緒に新たな学校づくりに取り組もう
という積極的な姿勢を示してくれた。

高校生と中学生、教職員と保護者が、新しい
大分豊府の学校づくりに向けて、ともにスクラ
ムを組んで歩み始めた。

【注】

＊１ 大分県教育委員会は、高校改革推進プラン検討
委員会の報告書（２００４）について、更に詳細に
審議を重ね、２００５（平成１７）年３月に「高校改

革推進計画」を策定した。
＊２ 中高一貫教育推進会議（２０００）中高一貫教育推

進会議報告『中高一貫教育の推進について～５００
校の設置に向けて～』p．１

＊３ 同上 pp．１－２
＊４ 同上 p．１５

【参考文献】

・大分県学校教育審議会（１９９３）『生徒減少期に対応す
る高等学校教育の在り方について（答申）』

・大分県教育委員会（２００５、１月）『高校改革推進計画
（素案）～特色・魅力・活力ある学校づくりに向け
て～』

・大分県教育委員会（２００５、３月）『高校改革推進計
画～特色・魅力・活力ある学校づくりに向けて～』

・大分県教育委員会（２００６）『新大分県総合教育計画（副
題；大分県教育改革プラン）平成１８～２７年度』

・大分県高等学校改革プラン検討委員会（２００４）
高等学校改革プラン検討委員会報告書『今後の県立
高等学校の在り方について～特色・魅力・活力ある
学校づくりに向けて～』

・大分県公立高等学校適正配置等懇話会（１９９９）大分
県公立高等学校適正配置等懇話会報告書『大分県立
高等学校の学校規模の適正化及び学校・学科の適正
配置等の在り方について』

・大分県立大分豊府高等学校（２００７）『研究紀要第２１号』
・大分県立大分豊府高等学校（２００６）『平成１８年度学校

要覧』
・大分県立大分豊府中学校・大分豊府高等学校（２００７

－２０１０）『学校要覧』（平成１９年度～２２年度）
・大分県立大分豊府中学校（２００６～２００８、２０１１）『学校

案内』
・工藤文三（２００５年２月号）「中高一貫教育の可能性」

『中等教育資料』文部科学省
・月刊高校教育編集部編（２００６、１月増刊号）『高校改

革がわかる本－その歴史とこれからの展望』
・清水一彦監修、藤田晃之＋高校教育研究会 （２００８

年７月増刊）「講座 日本の高校教育」『月刊高校教
育』学事出版

・中央教育審議会（１９７１）『今後における学校教育の総
合的な拡充整備のための基本的施策について（答申）』

・中央教育審議会（１９９７）第１６期中央教育審議会答申
『２１世紀を展望した我が国の教育の在り方について
（第２次答申）』

・中高一貫教育推進会議（２０００）中高一貫教育推進会
議報告『中高一貫教育の推進について～５００校の設置
に向けて～』

別府大学短期大学部紀要 第３０号（２０１１）

― １５２ ―



・菱村幸彦（２００２年５月号）「高校教育改革の系譜」『月
刊高校教育』学事出版

・文部省大臣官房編集（１９８７、８月臨時増刊号 第１３２７
号）「臨教審答申総集編」『文部時報』ぎょうせい

Bulletin of Beppu University Junior College，３０（２０１１）

― １５３ ―


